
作成（2025 年度） 

簡易版 TP（ティーチング・ポートフォリオ） 

氏名 村田 拓也 

所属機関名 獣医学部 獣医学科 

職位 教授 

在籍年 ８年 

 

教育の責任 

獣医学科に属し、主たる教育活動では、基礎系科目である生命科学と生理学の授業と実習を行

っている。研究活動では、ライフサイエンス分野で主に内分泌系および摂食行動の調節メカニ

ズムを研究している。 

教育の理念 

知らない事、わからないことに怯むことなく、積極的に知識を吸収し、その知識を組み合わせ

ていく思考力を授業や研究を通して育てていく。さらに基礎系科目の役割として、思考力を高

めるとともに獣医師に求められる社会における責任と倫理観を育み、臨床系の教育を学んでい

くための礎を築いていく。 

教育の方法・方針 

【生命科学】 

方針１「生物用語を覚える」 

方法：高校で生物を履修していない学生のために、空欄に生物用語を埋める授業を行い、同様

の空欄を埋める試験を行う。 

方針２「基礎的な生理学を理解する」 

方法：高校で生物を履修した学生のために、秋で行う生理学の基礎的な部分で、高校の生物で

は習わない内容を加えている。 

【生理学】 

方針３「思考力・表現力を身につける」 

方法：知識を組み合わせて、生理学的な事象を説明できるように、課題を提示し、記述式の試

験を行う。 

教育の成果 

【生命科学】生物を高校で履修していない学生から、「はじめは授業についていくのに精一杯だ

ったが、徐々に内容を理解することができた」などの回答が得られている。生物を高校で履修

していた学生からは、「高校生物の復習になった」という回答に加え、「高校で習ってないこと

も出てきたのですごく興味を持って講義を受けられた」などの回答を得ている。 

【生理学】当初記述の問題に戸惑う学生が多いが、徐々に記述・表現のレベルが向上していく

学生が増えている。「記述は本当に大変だったけれど、これを通して理解を深められた」などの

回答を得ている。 

今後の目標 

獣医学に関する学習と研究において、新しい知識に興味を持ち、困難であると思われることで

もやり通せるという自信をもてるような学生を育てていきたい。 
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